
一
月
十
八
日
、
田
中
機
械

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
港
合
同

の
団
結
旗
開
き
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
村

委
員
長
が
年
頭
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

昨
年
の
組
合
員
諸
氏
の
ご

支
援
ご
協
力
に
感
謝
を
述
べ

た
上
で
、
今
年
は
四
月
の
統

一
地
方
選
挙
が
あ
る
。
維
新

勢
力
と
の
対
決
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
関
西
生
コ
ン
支

部
へ
の
弾
圧
に
つ
い
て
は
、

我
々
も
総
評
全
国
金
属
の
時

代
、
七
〇
年
代
の
弾
圧
が
あ

り
、
激
し
い
弾
圧
を
乗
り
越

え
て
今
が
あ
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。
そ
し
て
朝
鮮
半

島
情
勢
も
昨
年
大
き
な
前
進

が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
港
地
域
で
は
在
日
コ
リ
ア

ン
と
の
交
流
を
深
め
て
き
た

中
で
、
今
、
日
韓
の
「
レ
ー

ダ
ー
照
射
問
題
」
や
「
徴
用

工
問
題
」
な
ど
、
こ
と
さ
ら

対
立
を
煽
り
立
て
る
風
潮
が

あ
る
が
、
絶
対
に
戦
争
の
具

に
使
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
弾
圧
攻
防
で
大
変

忙
し
い
中
を
、
全
日
建
連
帯

労
組
関
西
生
コ
ン
支
部
の
武

谷
書
記
次
長
が
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が

「
威
力
業
務
妨
害
」
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
「
強
要
」

だ
と
弾
圧
が
続
い
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
も
組
合
の
運
動
が

伸
び
た
時
に
弾
圧
が
き
た
。

こ
れ
ま
で
も
先
輩
た
ち
は
乗

り
越
え
て
き
た
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。

来
賓
の
最
後
に
、
朝
鮮
総
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2019年港合同旗開きが盛大に開催

港合同の闘いの歴史・伝統を

継承し、組織を強化しよう！



聯
西
大
阪
支
部
で
、
昨
年
六

月
に
就
任
さ
れ
た
金
龍
元

（
キ
ム
・
リ
ョ
ン
ウ
ォ
ン
）

委
員
長
か
ら
、
朝
鮮
半
島
で

は
平
和
へ
と
か
じ
取
り
が
進

む
一
方
で
、
日
本
で
は
組
合

弾
圧
が
あ
り
、
朝
鮮
人
へ
の

差
別
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
学
校
を
排
除
し
た
高
校

無
償
化
問
題
で
、
国
連
子
ど

も
の
人
権
委
員
会
が
開
か
れ

る
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
、

オ
モ
ニ
会
の
会
長
な
ど
代
表

団
を
送
っ
た
。
団
結
だ
け
が

勝
利
へ
の
旗
印
。
社
会
を
良

く
し
よ
う
と
い
う
部
分
が
団

結
す
る
こ
と
だ
と
し
て
、
二

月
八
日
の
「
日
朝
友
好
新
春

の
集
い
」
へ
の
た
く
さ
ん
の

参
加
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

旗
開
き
講
演
と
言
え
ば
、

連
合
大
阪
の
元
副
会
長
も
務

め
ら
れ
た
要
宏
輝
さ
ん
で
す
。

こ
こ
数
年
は
連
続
し
て
、
食

事
を
前
に
し
た
短
時
間
の
講

演
を
快
く
引
き
受
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
関
西

生
コ
ン
弾
圧
を
中
心
に
、

「
悪
法
も
法
」
な
ど
と
他
人

事
の
よ
う
に
考
え
て
は
い
け

な
い
、
「
共
謀
罪
適
用
」
の

リ
ハ
ー
サ
ル
弾
圧
で
あ
る
と

強
調
し
、
労
働
運
動
が
全
体

的
に
は
体
た
ら
く
だ
が
、
現

場
の
闘
い
が
重
要
で
あ
り
、

港
合
同
と
し
て
今
年
よ
り
一

層
の
奮
起
を
促
さ
れ
ま
し
た
。

乾
杯
の
音
頭
を
、
玉
置
事

務
局
長
が
行
っ
た
あ
と
は
、

恒
例
の
地
ビ
ー
ル
と
地
底
旅

行
特
製
の
寄
せ
鍋
で
歓
談
。

例
年
は
、
各
支
部
・
分
会

に
マ
イ
ク
を
回
し
て
決
意
な

ど
述
べ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
時
間
が
と
れ
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
。

し
か
し
、
改
憲
・
戦
争
、

働
き
方
改
革
、
労
働
組
合
弾

圧
な
ど
、
選
挙
も
絡
ん
で
政

治
情
勢
も
目
ま
ぐ
る
し
く
動

い
て
お
り
、
目
前
に
迫
っ
た

一
九
春
闘
な
ど
、
地
域
を
あ

げ
て
闘
っ
て
い
く
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
九
年
も
港
合
同
と

し
て
団
結
を
強
化
し
て
、
未

組
織
労
働
者
の
組
織
化
を
通

し
て
組
織
の
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

昌
一
金
属
支
部

Ｋ
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関
西
電
力
岩
根
茂
樹
社
長

は
原
発
の
使
用
済
み
燃
料
を

搬
出
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
の

県
外
立
地
に
つ
い
て
、
十
二

月
二
六
日
、
福
井
県
庁
を
訪

れ
、
西
川
一
誠
知
事
に
謝
罪

し
た
。
岩
根
社
長
は
、
年
内

の
明
示
を
約
束
し
て
い
た
が

そ
れ
は
は
不
可
能
と
な
り

「
二
〇
二
〇
年
を
念
頭
に
、

で
き
る
だ
け
早
く
示
せ
る
よ

う
努
力
す
る
」
と
西
川
知
事

に
理
解
を
求
め

た
。し

か
し
、
謝
っ

て
済
む
こ
と
で

は
な
い
。
二
〇

一
八
年
中
に
中

間
貯
蔵
施
設
の

立
地
点
を
決
め

る
こ
と
は
、
大

飯
三
、
四
号
を

再
稼
働
さ
せ
る
時
の
地
元
同

意
の
条
件
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
れ
が
で
き
な
い
以
上
、
福

井
県
は
大
飯
三
、
四
号
機
の

停
止
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

福
井
県
内
で
は
現
在
、
高

浜
三
、
四
号
機
と
大
飯
三
、

四
号
機
が
営
業
運
転
し
て
お

り
、
使
用
済
み
燃
料
は
増
え

続
け
て
い
る
。
廃
炉
と
な
っ

た
美
浜
一
、
二
号
機
、
大
飯

一
、
二
号
機
を
含
め
県
内
に

立
地
す
る
原
発
計
十
一
基
の

使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の
貯

蔵
容
量
は
計
一
万
一
三
〇
九

体
。
昨
年
十
一
月
末
時
点
で
、

全
体
の
約
六
七
％
に
当
た
る

計
七
六
一
六
体
を
保
管
し
て

お
り
、
六
〜
九
年
で
そ
れ
ぞ

れ
満
杯
に
な
る
見
込
み
だ
。

福
島
原
発
事
故
を
経
験
し

た
今
で
は
、
あ
と
二
年
で
中

間
貯
蔵
施
設
の
県
外
立
地
が

確
定
で
き
る
見
込
み
な
ど
な

い
。
西
川
知
事
は
県
民
の
安

全
を
考
え
、
現
時
点
で
約
束

を
守
ら
な
い
関
電
に
大
飯
三
、

四
号
機
即
刻
停
止
、
ま
た
、

全
原
発
の
停
止
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会

Ｎ
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使
用
済
み
核
燃
料
の
保
管
場
所
が
な
い
！
即
刻
停
止
を
！

原発銀座と呼ばれる若狭湾。この内、美浜１、２
号機と大飯１、2号機、もんじゅは廃炉が決定して
いる。


